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外国語（英語）試験 

 

 

【問題１】 

・意図 

医学・公衆衛生分野の論文英語を正確に読み解けるか。比較、因果関係、問題意識や研究の意義を正し

く読み解いて、日本語で適切に悦明できるかとみている。疫学研究デザイン・統計手法への 基本的理

解、将来的に自ら論文を読み、研究を計画できる素養を評価する。 

 

・解答 

［設問１］ 

近年、薬物過量摂取による死亡率は、一般人口よりも思春期・若年層においてより急速に増加してお

り、その主因はフェンタニルである。しかし、若年層における非致死的なオピオイド過量摂取の疫学

的実態については、十分に解明されていない。この点において、病院前救護（prehospital）データを

解析することは、従来とは異なる独自の視点を提供し得る。 

 

［設問２］ 

記述統計（descriptive statistics）を用いて、年齢群・性別・居住環境指標（Child Opportunity Index）・

地域区分・都市化度・ナロキソン投与量・転帰・医療介入レベルなどの特徴を整理した。さらに、COVID-

19流行前後を境界とした interrupted time series analysis（介入時系列解析）を用いて、2018年か

ら 2022年にかけた若年者オピオイド過量摂取の時間的推移を評価した。 

 

 

【問題２】 

・意図 

［設問１］ 

”respectively”という、英文論文によく使われる言葉の意味を理解しているか問うている。 

 

［設問２］ 

英文論文の Introduction の終わりにその研究の目的を要約して書く場合がある。その部分の訳を通じ

てこの論文の言おうとしていることを明らかにすることを設問の意図としている。 

 

［設問３］ 

次の文章で、”Briefly”として説明しているので、それに準拠しているという言葉を選ぶ設問である。 

 

［設問４］ 

研究に必要な、倫理審査ならびに本人同意の箇所を訳すことで、研究にとってこれらは必須であること

を気づかせる設問である。 



［設問５］ 

研究に必要な、統計計算の部分を訳すことで、研究にとって統計が必須であることを気づかせる設問

である。 

 

・解答 

［設問１］ 

それぞれに 

 

［設問２］ 

本研究の主たる目的は、日本で悪性胸膜中皮腫と新規に診断された症例の、外科症例・非外科症例の現

状、完全切除率・死亡率・合併症率・生存率、MCR達成率、腫瘍の形状・厚さ・予後因子としての STLT、

および第７・８版分類の予後予測力を明らかにすることである。 

 

［設問３］ 

in accordance with 

 

［設問４］ 

全体の倫理審査を大阪大学病院の IRBにより審査を受けていること、各参加施設の IRBにおいても登録

及びデータ登録の審査を受けていること。文書で患者からの ICをとっていること。 

 

［設問５］ 

欠損値を除外して統計計算をしている。多重性の調整は行わず、５％をもって有意とした。 


